
図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

Ａ－０１

縮尺（Ａ１）

大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

1：100 1：200

タイトル・図面リスト
相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月

配置図

現況・改修建具リスト、現況・改修１階天井伏図

図面番号

（意匠図）

タイトル・図面リスト

図　　面　　名　　称 図面番号 図　　面　　名　　称

Ａ－０２

Ａ－０１

Ａ－０３

Ａ－０４

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

特記仕様書－１

特記仕様書－２

特記仕様書－３

現況１階平面図

（設備図）

Ｅ－０２

Ｅ－０１ 特記仕様書

Ｍ－０２

Ｍ－０１

Ｍ－０３

Ｍ－０４

Ｍ－０５

Ｍ－０６

Ｍ－０７

特記仕様書－１

特記仕様書－２

配置図

図 面 リ ス ト

部分詳細図

現況・改修断面詳細図

現況・改修１階平面詳細図

現況展開図

改修展開図

現況・改修  電灯１階平面詳細図

現況１階平面図

改修１階平面図

保温施工標準図

現況・改修１階平面詳細図

相楽東部広域連合立小中学校 ト イ レ改修工事
（ 笠置小学校第２期 ）



図面の名称 作成年月日工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

1：100 1：200

特記仕様書－１

図面番号

Ａ－０２

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月
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図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

1：100 1：200

特記仕様書－２

Ａ－０３

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月
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図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

1：100 1：200

特記仕様書－３

Ａ－０４

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月
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図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

配置図

1：300 1：600
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

Ａ－０５

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

1：100 1：200
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

現況１階平面図
相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

Ａ－０６

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

1：30 1：60
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期） 現況・改修断面詳細図

Ａ－０７

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

1：30 1：60
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期） 部分詳細図

Ａ－０８

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

現況・改修１階平面詳細図

1：50 1：100
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

Ａ－０９

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

現況展開図

1：50 1：100
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

Ａ－１０

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良 大久保　晴二

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号

縮尺（Ａ１）

1：50 1：100
大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期） 改修展開図

Ａ－１１

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



図面の名称工事番号・工事名

株式会社　日匠設計

TEL　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６

滋賀事務所　滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士　　１０９８２５号 杉本　孝良

澤田　耕一 杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

作成年月日

図面番号縮尺（Ａ３）大久保　晴二 縮尺（Ａ１）

1：50 1：100

1：100 1：200

現況・改修建具リスト

現況・改修１階天井伏図

Ａ－１２

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

　令和元年５月



工事範囲 配管 配線 機器取付

種 別 住宅用 業務用 集合住宅 ＩＰインカム

通話方式 交互通話 自動交互通話 同時通話

付属機能 電気錠解錠 ガス漏れ警報 非常押釦 火災報知

モニターカメラ ページング

工事範囲 配管 配線 機器取付

アンテナ ＶＨＦ ＵＨＦ ＦＭ ＡＭ ＢＳ／ＣＳ

自立型 側面取付型

受 口 （仕様は配線器具に準ずる）

設備

テレビ共聴

設備

Ω ＋

工事範囲 配管 配線 機器取付

受信機

壁掛型 自立型 複合型

発信機 単体取付 総合盤 消火栓組込

自動火災報知
設備

工事範囲 配管 配線 機器取付

配線器具

プレート 新金属 ステンレス

照明器具 一般型 ＬＥＤ省電力型

電灯コンセント

設備

ワイドシリ－ズ

インタ－ホン

ＣＡＴＶ

直列ユニット７５ １

ポール取付型

電線ケーブル

鋼製電線管

樹脂製電線管

ＰＦ管

ＦＥＰ管

キュービクル

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

電磁開閉器

コンデンサー

変圧器

照明器具

配線器具

トイレ呼び出し

テレビ共聴

日立製作所三菱電機 東芝電気

三菱電機

三菱電機

東芝電気

東芝電気 日立製作所

指月電機

富士電機

三菱電機

神保電器東芝ライテック

東芝ライテックパナソニック

パナソニック

マスプロ 八木アンテナ パナソニック

ダイヘン

遮断器 三菱電機 東芝電気 日立製作所 富士電機

ＪＩＳ規格等適合品製造者

工事範囲 配管 配線 機器取付

付属機器

露出型 埋込型 ラック収納型

呼出ボタン 復旧ボタン ）その他（

呼出装置

トイレ呼出設備

廊下灯

Ｐ型 級自火報 回線

名神電機新岩村電機 大正電機

パナソニック日本ネットワークサポート鋼管ポール

カネソウ 北勢工業 長谷川ハンドホール蓋

平和ｺﾝｸﾘｰﾄケイコンコーワハンドホール

ＪＩＳ規格等適合品製造者コンクリート柱

火災報知機

火災通報装置 日通工パナソニック ニッタン ホ－チキ

大角型

ニチコン

ワイドシリーズ

気中開閉器

避雷器

高圧開閉器

大垣電機

三菱電機

三菱電機

戸上電機

戸上電機

富士電機

富士電機 音羽電機

ｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄ

ｴﾅｼﾞｰｻﾎﾟｰﾄ音羽電機

福西鋳物

光栄

撤去

構内情報

撤去

撤去

ヨシモトポール

工事場所

建物構造

建物用途

用途地域

工事期間

（ ）

工事項目 新設 増設 改修 ＮO

（ ）

（ ）

新設 増設 改修

建 物 名 称 構造 延面積 ㎡ 備 考階数 ／地上地下

日本電気協会電気技術基準調査委員会編

建築設備設計・施工上の指導指針 （住宅局）

共通仕様書

建築基準法

工事項目

ＮO

ＮO

工事項目は、No 記入項目を適用する。※

耐火建築物 準耐火建築物

イ．

ロ．

ハ．本図は、工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督員と

打ち合わせの上、その指示に従い施工する。

ニ．その他関係諸法規に基ずき完全に施工する。

施工基準

工事施工に当たり、優先順位は、下記順位による。

１）現場説明 ２）本特記仕様書 ３）本設計図 ４）標準仕様書
優先順位

工標準

１） 工事概要

２） 工事項目

３） 建物概要

４） 共通事項

平成28年度版

図およ する。工施にび 」「 共通仕様書 より 完全に

防 火 戸 自 閉 設 備

ガ ス 漏 れ 警 報 設 備

機 械 警 備 設 備

自 家 発 電 設 備

中 央 監 視 設 備

電 気 時 計 設 備

緊 急 通 報 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

低 圧 引 込 設 備

受 変 電 設 備

電 灯 動 力 幹 線 設 備

拡 声 設 備

テ レ ビ 共 聴 設 備

監 視 カ メ ラ 設 備

インターホン 設 備

ト イ レ 呼 出 設 備

チ ャ イ ム 設 備

動 力 設 備

電灯コ ンセント 設備

（ ただし，現地における作業は，平成 年 月 日 以後とする。）

内線規定

最新 年度版

必要な関係諸官庁への申請手続きは、すべて請負人が代行し、

項目および特記事項は、 印の付いたものを本工事に適用する。

一般建築物

工事名称 相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事（笠置小学校第２期）

電 話 設 備

（ ）

１ ／

施

本工事は、工事請負契約書および同約款を 尊守し、現場説明書、特記仕様書、設計図

その費用も請負人の負担とする。

別途工事
連絡協議

請負人は工事別の業者でお互いに連絡を取り、定期的に協議を行い工事施工上の調整を図ること。

また、工事区分の取り合いについて図示あるも施工時必要に応じ協議を

安全対策
なきよう留意し、工事全般に支障なきよう万全の策を講ずること。

工事車両の出入りについては、危険防止に努めること。また、

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理義務者には、統括安全衛生
管理義務者

機器材料 機器材料、製品等は特記されたもの、または同等品以上とし監督員の承諾を受けること。

公害対策 工事着工前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講じること。

工事完成後に見えない地中埋設、コンクリート埋設、天井裏部分等の監督員指示箇所を撮影する。

工事写真に関しては、国土交通大臣官房官庁営繕部監修 「工事写真の撮り方」に準ずる。

・ 製本【Ａ１版２つ折り２部】刻文字表紙、製本【Ａ３版２つ折り３部】刻文字表紙

・電子媒体ＣＤ－Ｒ【ＤＸＦ＋ＰＤＦ ２枚】竣 工 図

ホ．だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例に準拠し施工のこと。

近隣家屋に騒音、振動等公害発生の

行い連絡を密にすること。

機械設備工事）の請負人を指名する。

（ 電気 備工事事築 設建 工

消防法施行令 第 ７項（ ）

適 用

監 督 員 監督員とは、工事請負契約書に規定する監督員をいう。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 電気設備工事標準仕様書

標準図・施工監理指針

電気設備技術基準

平成28年度版

国土交通省住宅局住宅建設課監修 公共住宅建設工事標準仕様書 最新 年度版

最新 年度版国土交通省住宅局住宅建設課監修 公共住宅建設工事標準仕様書解説書(総則編･電気編)

工事写真

施工監理 国土交通大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事施工監理指針」平成２８年度版による。

請負人は専任として建設業法に定める技術者の任命を行い、

技術管理にあたると，ともに 全工事に支障なきよう施工する。

現場に派遣し、 常常駐 ）駐否（

資格の区分は，「 I 」とする。
技術管理

なお、責任施工のものは、材料製造者、施工下請業者、請負契約者連名書

各試験を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書または保証書を提出する。

とする。
検査合格書

処理
産業廃棄物

監督員に処理計画書を提出し、承諾を得ること。

請負人は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に準じ、適確に処理することとし、事前に

有 無 ）（物棄廃業産理管別特

保 険 等
請負人は工事の内容に応じた火災保険、組立保険、第３者保険を工事目的物に付する ものとする。

（ 電気 備工事事築 設建 工 機械設備工事）

そ の 他 着工に先立ち焼付製本Ａ１版１部、Ａ３版・３部（各２つ折り）提出のこと。

入札図書 本工事見積り用青焼き図面は、後日施工用図面とするため、青焼き図面は落札業者の 負担とする。

適用

１）

２）

３）

４）

５）

現場の納まり上必要な軽微なる変更は、監督員と協議の上、指示により施工する。

、 。

６）

監督員の承諾を受ける

７）

契約書

工事写真

契約見積書

工事日報 各種工程表

施工計画書（要領書）

検査済書

８）

ものと見なし、各種の検査合格をもって引き渡し完了とする。

適用事項

適用 適用事項

１）

２）

３） （ ）とする。

４）

５）

６）

７）

８）

９） 要 否 ）とする。

10） 各種位置ボックスは（ 金属製

11） 金属製位置ボックス

12）

13） 高圧 低圧

14） 地中線路には

地中埋設管路（

（

15）

16）

17）

18）

19）

20） 一般型 公共施設型 ＬＥＤ型 ）

省エネ型）とする。

21）

22）

23） 工事着工前本工事費内にて、（ ）に（ 受信点

テレビ電界強度測定を行う。

24）

25）

26）

とするが、その他について監督員と協議の上決定とする。

樹脂製埋設表示杭 埋設標示ピン ）を設ける。

設計図書は、工事の大要を示すも であり、着工前に施工図等を提出し

この場合、原則として工事費の増減は行わない。

の

27）

28）

32）

作図製

29）

31）

30）

保証書

各種申請控 機器取扱説明書

特記事項６）

P F C D C P C P- E

尊守し、施工すること。

原則として請負人の負担とする。引渡し日までの本設受電も同様とする。

照明器具においては、ランプを新品に取り替えの上、取付のこと。

こと

機器および、配管配線等は、地震時に水平移動、転倒、落下等が生じないよう、国土交通省住宅局建築指導課

監修「建築設備耐震設計施工指針」により施工すること。

施工図

竣工写真 竣工図

備品および、備品リスト

配線の特記なきものは、600Vポリエチレン絶縁電線(IE)とする。

配線の色分けは共通仕様どおりとし、ケーブルの場合は端末にて相別を

配管の特記なきものは、電線管

仕上げ塗装を行う。なお、仕上げ塗装は、指定色ＯＰ２回塗りとする。

図示ない限り露出配管は、すべて７）項により、塗装を行う。

接地極埋設付近に接地埋設標を取り付けること。

スイッチを取付のこと。

）および、（

屋外および、外壁面施工による各種配管支持材は、ステンレス製または、

施すこと。なお、接地線は 1.6 mm 以上とする。

および、

電波法、有線テレビジョン放送法、消防法、建築基準法、労働安全衛生法等、関係諸法令を

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで

発生材の内、引き渡しを要する物は監督員の指示する場所に整理の上、調書を添付し監督員に引き渡す。

また、引き渡しを要しない物は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準じ、適確に処理する。

既設取り外し再使用取付機器は、ワックス清掃および、絶縁測定（必要に応じ本工事費内にて改修）し、

尚、設計図書に明記なき事項で、技術上、美観上、また保安上当然必要と認められるものならびに、

本工事契約前に質疑事項等がなき場合は、法的および技術上において本設計図施工内容を承諾した

設計図中 PF 電線管は、合成樹脂製可とう管（

長さ１ｍ以上の入線しない空配管、予備配管にはビニル被覆鉄線

建物 EXP.J 部分および、振動機器接続箇所に使用の電線管は、

ＥＰＳ内、共同構内露出配管の塗装は（

建物外壁面に埋設施工する各種位置ボックスは、結露対策を講ずること。

既存のコンクリート床、壁等の貫通部の穴明けは原則として、

照明用スイッチで、１箇所に集合して取り付ける場合は、

照明器具は（

インバーター始動型 （ただし、製品および、公共施設にない物は除く）

配線器具プレートは、（

配線器具は、JIS大角型（白色）とする。

工事竣工時

当該工事に，おいて、既設配管、既設埋設配管、機器等があった場合

迂回等の工事を行う。また、撤去工事を行う場合は既設設備調査確認のうえ、既設に支障なきよう処理する。

二重天井内ケーブル配線の場合は、カラーケーブルによる色分けを行い、色種については、非常用（赤）

二重天井内ケーブル工事に，おいても、貫通部、防火壁．壁内は適合電線管にて

ケーブル配線の位置ボックスは、適合するアウトレットボックス等を

ただし、照明器具が送り端子付（定格電流 15A 以上）および、末端器具に

振動の発生源となる機器には、すべて防振緩衝材等を設ける措置を

ハンドホール、プルボックス、盤内の電線、ケーブルには行先、用途

名称札を取り付けること。なお、名称札材質および、記入方法は監督員の

使用電球、管球、ヒューズ等の 10％ および、監督員の指示によるものを

ＬＥＤ灯、ＨＩＤ灯、その他対地電圧 150V を，こえる器具および、防水器具等には、 D種接地工事を

本工事は、契約規則、建設業法、電気事業法、電気設備技術基準、 有線電気通信法、ＮＴＴ技術基準

検査測定表 （接地抵抗、絶縁抵抗、照度測定 電界強度測定 各種機能検査表）

工事着工前および、竣工引き渡し時は下記書類を提出のこと。尚、部数及びサイズは監督員の指示による。

弱電 ）には、GL-300mm の深さに埋設標識シートを布設する。

マンホール、ハンドホール内にて、ケーブルの余長を見込む。

建築工事にてスタイロホーム等の打ち込みの箇所には原則として、

露出配管を行う場合は、施工前に素地こしらえ（エッチング

施す。

一重管 二重管 ）難燃性自己消火型とする。

ビニル被覆金属製２種可とう電線管とする。

1.6 mm を入線し、名札を取り付ける。

プライマー等）と下塗りを行い、 施工後

ＳＵＳ製 ）を使用する。

する。プルボックス 絶縁ワニス２回塗りと内 は、部

コンクリート内埋設配管は行わない。

ダイヤモンドカッターによる。

監督員と協議し、本工事費内にてネーム入り

新金属（共用） ステンレス 樹脂モダンプレート ）

監督員の指示により、本工事費内で

溶融亜鉛メッキ仕様とする。

保護すること。

設けること。

ついては不要とする。

施すこと。

、サイズ等を明記した

指示によること。

予備品として納入すること。

）の協議による 箇所

33） 電波障害対策工事費 （ 本工事 別途工事 工事期間中別途発注 ）とする。

５） 一般事項
電気設備工事特記仕様書

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 平成28年度版

ナ イ タ ー 照 明 設 備

電話設備 工事範囲 配管 配線 機器取付

引込方法 架空 地中

回線数

方 式 ＩＰ電話

電話器 卓上 壁掛

付属機能 録音機能 停電対応 ナンバーディスプレイ

電子釦

モニターカメラ ドアホン通話

拡声設備 工事範囲 配管 配線 機器取付

増幅器 業務用 非常用 兼用型

付属機器 マイク ＣＤ ＭＤ

コードレス

最大ポート数 回線 局線 内線最大 回線

撤去

撤去

ワイヤレス

最大 回線

工事範囲 配管 配線 機器取付

引込方法

区 分

型 式

電力会社 自家用

オープンフレーム キュービクル

工事範囲

電気方式

３ ３Ｗ ６６００Ｖ 架空６０ Ｈｚ

２１０－１０５Ｖ ６０Ｈｚ１ ３Ｗ
３ ３Ｗ ２１０Ｖ ６０Ｈｚ

受変電設備

φ

φ
φ

地中

２１０Ｖ ６０Ｈｚ深夜３ ３Ｗφ

７） 工事範囲

８） 機材メーカー指定

適合する工法、又は国土交通大臣認定工法による。
３．電気設備については、電気事業法の基準に適合する。
４．建築設備の構造については、Ｈ１２建告１３８８号に適合する。

１．建築基準法施行令第１２９条の２の５，１項７号イに該当する防火区画を貫通する管は
貫通前後１ｍを不燃材料で作るか又は建設省告示１４２２号の基準によること。
この部分に用いる被覆材はロックウール保温材等不燃性のものを用いる。

２．電線・ケーブルまたは可燃性の配管の防火区画貫通部は、建築基準法令に補足事項

９） 本工事の工事区分は建築工事 工事区分表参照とする。
電灯動力幹線

設備

ニッタン 能美防災ホ－チキ自動閉鎖装置

機械警備 アルソックセコム 大進

構 内 情 報 設 備

その他（ ）

在席・出 退表示設備

５．消防設備等は、消防法第１７条の基準により設置する。

ＰＨＳ

パナソニック

アライドテレシス メルコ ＩＯデータ

外部雷保護 大阪避雷針 日本避雷針 四興

電話機器 日立製作所 ＮＴＴ 沖電気

屋内 屋外

ＤＸアンテナ

合 計

オーイケ

岩崎通信日本電気

34） 建設工事等における暴力団員等による不当介入の排除について（「不当介入に関する

通報制度」の徹底について）

請負者（請負人または受注者）は、暴力団員等（暴力団の構成員および暴力団関係者、その他市発注・工事等に①

対して不当介入をしようとするすべての者をいう。）による不当介入(不当な要求または業務の妨害）を

受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行う

とともに、捜査上必要な協力を行うものとする。

所轄警察署に届け出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、請負者は、以上のことについて、

請負者は、前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書(別記様式第１号)により②

下請負人に対して十分に指導を行うものとする。

③

監督職員と協議するものとする。

請負者は、暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、

（ ）

撤去

外線転送

撤去

工事範囲

監視制御 警報盤 中央監視盤

動力設備

現場盤による操作 中央監視盤による操作

工事範囲

子時計 壁掛型電気式 屋外型電気式

関連機能 プログラムタイマー パルス発生器

電気時計設備

埋込式

自家発電 機器設置調整及び検査

水道冷却方式 ラジェータ冷却方式

屋内 屋外 据置 キュービクル式

標準型 低騒音型 超低騒音型

設備
工事範囲

型式

①

②

③

35） はつり工事について追記

はつり等で発生する配管配線の損傷・破損は速やかに報告のうえ無償にて復旧をすることとし、

建築はつり工事をよく把握のうえ防止に努める事。

変更が発生しないようにする事。

建築はつりにて既設配線との接続に支障が発生しないよう、打合せと確認・及びその確保に努め

はつり工事の際に疑わしき箇所は、電磁誘導による躯体内鉄筋探査のうえ、鉄筋を切断しないように努める事。

④ 配管貫通工事の際にＸ線による躯体探査のうえ、設備配管等を切断しないように努める事。

壁掛型 自立型 複合型

工事範囲

設備
ガス漏れ警報

回線

工事範囲

制御盤

防火戸自閉設備

防火シャッター用防火戸用閉鎖装置

複合型自立型壁掛型回線

制御盤

ガス種別 ＬＰＧ 都市ガス

備 考

備 考

監視カメラ設備 工事範囲

緊急通報設備 工事範囲

構内情報設備 工事範囲

ラック型 自立盤型主装置形状

１／３形ＣＣＤ １／４形ＣＣＤカメラ形状

カメラ種類 白黒方式 カラー方式

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

配管 配線 機器取付 撤去

備 考

備 考

備 考

備 考 ネットワーク調整（別途工事）

移設

配分電盤
名神電機新岩村電機 大正電機

パナソニック

能美防災パナソニック ニッタン ホ－チキ

ガス漏れ警報 ニッタン 能美防災ホ－チキパナソニック

放送機器 パナソニック ＴＯＡ ビクター

監視カメラ

電気時計 パナソニック セイコー シチズン

太陽光発電 シャープ三菱電機京セラ パナソニック

配管 配線 機器取付 撤去機械警備設備 工事範囲

備 考

備 考

①

36） 下請業者の選定

本町発注の建設工事等の施工に当たり下請契約する場合には、できる限り同町に本店を有する業者へ発注するよう努める事。

その場合、適正な価格で請け負わせ下請代金は適正な期間内に支払うこと等、下請契約及び下請代金支払いの適正化に努める事。

② 工事施工に必要な建設用資材や建設機械を購入、又は借入する場合は、極力地場調達するなど、施工にあたっての配慮をする事。

（ ）

パナソニック ＴＯＡ ビクター

最新 年度版

太陽光蓄電池

太 陽 光 発 電 設 備

配管 配線 機器取付工事範囲

設備容量

連結する ３相３線式 ２１０Ｖ電力系統

有り逆潮流 無し

太陽光発電設備

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ容量

単相３線式 １０５/２１０Ｖ

機器仕様 参考姿図による

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

アイホン ケアコム

インターホン アイホン ケアコム パナソニック 東芝ライテック

２ ／

３ ／

（ ）

日東工業河村電器 内外電機

日東工業河村電器 内外電機 パナソニック

大垣電機

日立製作所古河電池ＧＳユアサ パナソニック

東芝

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ容量
リチウム蓄電池容量

ニチコン

（１）

（ ）

（ ）

（ ）

図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社 日匠設計

TEL （０７２）－３３１－３８５７ FAX （０７２）－３３４－５９３１

TEL （０７４８）－７２－１１１４ FAX （０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所 滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士 １０９８２５号 杉本 孝良

澤田 耕一 杉本 孝良 大久保 晴二

澤田 耕一一級建築士 １９８５３１号
Ｅ－０１

縮尺（Ａ１）

電気設備工事特記仕様書

no,scale
大阪本社 大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）

（ ）

（ ）

no,scale

都市計画区域外

京都府相楽郡笠置町大字笠置地内

令和元年５月
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図面の名称 作成年月日

図面番号

工事番号・工事名

縮尺（Ａ３）株式会社 日匠設計

TEL （０７２）－３３１－３８５７ FAX （０７２）－３３４－５９３１

TEL （０７４８）－７２－１１１４ FAX （０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所 滋賀県湖南市中央2丁目９５

検図 作図管理建築士

一級建築士 １０９８２５号 杉本 孝良

澤田 耕一 杉本 孝良 大久保 晴二

澤田 耕一一級建築士 １９８５３１号
Ｅ－０２

縮尺（Ａ１）

現況・改修 電灯設備１階平面詳細図

1：50 1：100
大阪本社 大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事
（笠置小学校第２期）
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10

現況１階平面詳細図 １：５０現況１階平面詳細図 １：５０
生徒用便所 職員用便所

改修１階平面詳細図 １：５０改修１階平面詳細図 １：５０
生徒用便所 職員用便所

職員女子便所
職員男子便所

廊下

DW
男子便所

女子便所

廊下

DW

男子便所

女子便所

職員女子便所
職員男子便所

廊下
廊下

手洗場 手洗場
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L L

あ21

あ41

L

L

あ41

あ21

L1-2

L L

L

L

既設L1-2

A21W

A44W

B8

A21W

A44W

Ａ２１Ｗ ｉＤシリーズ直付４０形 Ｄスタイル 防湿防雨型 Ｗ１５０ ３２００ｌｍタイプ

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－３０００ＬＭＬＥ９

定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命：４００００時間
昼白色（５０００Ｋ）
Ｒａ８３、ＩＰ２３防湿型

Ａ４４Ｗ ｉＤシリーズ直付４０形 Ｄスタイル 防湿防雨型 Ｗ１５０ ６９００ｌｍタイプ

ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－６４５０ＬＭＬＥ９

Ｂ８ ＬＥＤダウンライト１００形

ＬＲＳ１－８５０ＬＭＬＥ９

５０００Ｋ、Ｒａ７０、配光角度７５°
電圧１００～２４２Ｖ
光源寿命：４００００時間（光束維持率８５％）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
埋込穴φ１５０

脱着及び撤去照明器具リスト

あ21 直付富士型 FL20W x 1

【特記事項】

特記なき配管配線は下記の通りとする

【凡 例】

撤去処分を示す。

あ41 FLR40W x 1IV1.6 x2 (E19)

IV1.6 x4 (E25)

直付富士型

【特記事項】

EM-EEF

露出配管配線

ＯＡケーブル配線隠蔽配管配線

-2C

凡 例
土間配管配線

地中埋設配管配線 屋外ＧＰ電線管)

架空ｹｰﾌﾞﾙ配線

１）特記なき配管配線は下記の通りとする。但し立下は電線管にて保護の事。

1.6

(屋内ＥＰ、

既存配管配線

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月



そ の 他

所轄消防署と充分協議のうえ、法的に支障のないよう施工を行う。

本工事は下記の事項に従って消火器設置工事一切を施工する。

○ ＡＢＣ２０型

工事範囲

能力叉は本数

種類及び

○ ステンレス鋼板製

○ エコアイス

○ 水道用亜鉛鍍鋼管（SGPW）

配管材料及び施工方法は市の規格等に合ったものを使用する事

○ ＰＣ製

配管材料及び施工方法は市の規格等に合ったものを使用する事

熱　　源

熱源機器

● 亜鉛鍍鉄板

○ ポリエチレン被覆鋼管（PLS）

● 改修工事標準仕様書（ 新版）●同標準図（ 新版）

● 国土交通大臣官房官庁営繕部監修工事標準仕様書（以下［標仕］という）（ 新版）

8.検査済証

１０.製作図9.その他必要書類

●建築設備施工上の指導指針及びその他関係諸法規に基づき完全に施工する。

竣 工 図

を取り全工事に支障なきよう施工する。●　主任技術者は１級管工事施工管理技士とする。

建築特記仕様書による

ロ．必要な関係諸官庁への申請手続きは、全て請負人が代行し、その費用も請負人の負担とする。

ハ．各市町村の上下水道条例の摘要を受ける場合はこれに従って施工する。

イ．本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、本特記仕様書、図面、標準図及 び共仕により完全に

本工事施工に当たり、優先順位は下記順位による。

1. 現場説明書　2. 質疑回答書　3. 特記仕様書　4. 本設計図書　5. 共通仕様書

令を遵守し施工する。本工事は、契約規則、建設業法、建築基準法、消防法及び労働安全衛生法等関係諸法

施工する。また、本工事契約前の質疑回答以外の事項に付いては、法的及び技術上において本設計図

施工内容を承諾したものとみなし、全ての検査合格までの責任をもって施工する。

監督員の承諾を受けること。

ニ．本設計図書は、工事の大要を示すものであるから、着工前に施工図等を提出し、 詳細位置等については

の増減は行わない。

関連法規

優先順位

施工基準

ホ．本設計図書に明記なき事項で、技術上、美観上、または保安上当然必要と認め られるもの並びに現場の

納まり上必要な軽微な変更は、監督員と協議の上その指示により施工する。この場 合原則として、工事

る　○常駐しない）請負人は専任として建設業法に定める技術者の任命を行い、現場に派遣し（○常駐す

工事着工前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講じる事。

機器材料、製品等は特記されたもの、叉は同等品以上とし監督員の承諾を受ける事。
機器材料等

請負人は工事別の業者でお互いに連絡をとり、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図る事。

原則として請負人の負担とする。

機器の据付、配管等の支持については、地震力を考慮し、［建築設備対震設計施工指 針］を参考とする。

工事完成後、監理者の指示により各機器の試運転調整及び総合的試験を行う。試運転調整

本工事竣工時に諸官公庁の竣工検査及び監理者．施主の検査に合格して竣工とし引渡すものとする。

また工場製作機器類においては、その工場での立会検査を行う場合がある。

建築工事との

取合い

別途工事の
連絡協議

産業廃棄物の

処理

統括安全衛生

管理義務者

技術管理にあたると共に建築主体工事、電気設備工事、その他関連工事について、そ の施工者と綿密な連絡

各種工程表　7.日報1.施工計画書　2.下請業者リスト　3.メ－カ－リスト　4.機器承諾図　5.施工図　6.

8.自主検査成績表

承諾を得るものとする。着工前に施工図を作成し、建築工事、電気設備工事担当者と協議し承認の上監督員の

再使用する。

既設取外し再使用機器は、機器性能を確認の上、整備（必要 小限の配管、配線、塗 装等のやり替え）をし、

又工事区分の取り合いについて図示あるも施工時に必要に応じ協議を行い連絡を密にすること。

又、引渡しを要しないものは「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、建設副産物適 正処理推進要綱等に準

じ適確に処理することとし、事前に監督員に施工計画書を提出し承諾を得る事。

特別管理産業廃棄物（有・無）

設備工事）の請負人を指名する。

また施設運営についても監督員と協議し、支障なきよう努める事。

家屋に騒音、振動等の公害を発生しないよう留意し、工事全般に支障なきよう万全の 策を講じること。

技術管理

提出書類

仮設工事

工事写真

既設再使用品

耐震施工

公害対策

安全対策

保 険 等

竣工引継

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料 等は引渡しの日まで

後に見えない地中埋設、コンクリ－ト埋設、天井裏部分等を監督員の指示箇所をカ ラー撮影）による。

発生材のうち引渡しを要するものは、指示された場所に整理の上調書を添えて監督 員に引渡す。

工事車両の出入りに付いては、危険防止に努める事。また必要に応じて交通整理員を配置するとともに近隣

請負人は工事の内容に応じた火災保険、組立保険、第三者保険を工事目的物に付すものとする。

工事写真に関しては、（● 写真撮影は、建設大臣官房官庁営繕部監修［工事写真の 撮り方］　● 工事完成

電気設備工事　○ 機械

ニ．長寿社会福祉住宅設計マニュアルに準拠し施工のこと。（建設省住宅局住宅整備課監修）

種自主検査記録1.竣工図　2.竣工写真　3.機器取扱説明書　4.機器保証書　5.各種申請許可書　6.各

7.備品及び備品リスト
竣工提出図書

（樹脂製ポンプ）ポンプ槽

22

隣接施設のについて

責任施工保証書

工事保証

提出図面

取扱説明

○ 外機防雪フ－ド

○ 都市ガス

○ 消火器格納箱付消火栓格納箱○ 易操作性１号

５

６

７

８

９

○ 大阪ガスの仕様

○ 大阪ガスの仕様

○ 大阪ガスの仕様

○ 大阪ガスの仕様

○ 都市ガス

ロ－タンク式

○ 身障者用ＦＶ弁（○ 壁及び足踏み式　○ 光電式）

○ ルーフファン
換　

気　

設　

備

空　

調　

ダ　

ク　

ト　

設　

備

１０

１１

空　

調　

配　

管　

設　

備

空　

調　

機　

器　

設　

備

し　

尿　

浄　

化　

槽　

設　

備

消　

火　

設　

備

給　

湯　

設　

備

１

２

３

４

ガ　

ス　

設　

備

衛
生
器
具
設
備

排　

水　

通　

気　

設　

備

給　

水　

設　

備

地下

地上

地下

地上

○ パイプファン

本工事は下記の事項に従って配管、機器取付工事の一切を施工する。

本工事は下記の事項に従って配管、機器取付工事の一切を施工する。
１２

工事範囲

そ の 他

工事範囲

送 風 機

○ コンクリ－トダクト

ダクトの工法

○ ステンレス鋼板

○ 塩ビ鋼板

風量測定可能な測定口を監督員と協議の上取り付ける。

外壁ガラリに直接取り付けるチャンバ－類にはドレン抜を設ける。

チャンバ－には点検口を設ける（断熱仕様）

○ 鋼板製（　　φ）　○ ステンレス製（　　　φ）　○ 亜鉛鍍鉄板製（　　φ） 　

工事範囲

ダクト材料

煙道材料

そ の 他

○ 中央方式

○ 都市ガス

そ の 他

膨張水槽等

貯 湯 槽

熱　　源

給湯機器

方　　式

○ 密閉式

○ 耐熱樹脂製

○ ステンレス鋼板製○ クラッド鋼板製

○ 鋼板製

○ 防食 （○ 外部電源方式　○ 電流陽極方式）

○ 鋼板製内部ライニング加工

○ Ａ重油○ 灯油

○ 中央個別方式

○ 脱酸銅管（M）

そ　の　他

煙道材料

配管材料

湯沸器排気筒は厚さ0.5mm以上のステンレス鋼板製とする。

○ 防食　（○ 亜鉛アルミニュ－ム合金溶射　○ エポキシ樹脂ライニング）

配管の膨張伸縮の逃がしが必要な箇所には伸縮継手を取り付のこと。

ける。

弁を取り付配管には空気溜まりのないように施工し、図示以外で施工上必要な箇所には空気ぬき

○ 亜鉛鍍鉄板製（　　φ）　○ ステンレス製（　　　φ）○ 鋼板製（　　φ）

○ 泡消火栓

○ 連結送水管 ○ 水噴霧消火 ○ 粉末消火

○ 露出型 ○ 自火報組込型 ○ 連結送水口組込型

工事範囲

方　　式

消火栓形式

本工事は下記の事項に従って機器取付工事の一切を施工する。

撤去

竣工引渡後、契約保証期間内において、施工上の欠陥或いは使用材料の不備により生じた破損叉は故障箇所

は、直ちに無償にて修理する。

延面積 ㎡

○ コ－ナ－ボルト工法

種目 適用

負担・加入金等

Ｅ）　工事範囲

項　　目 特　　記　　事　　項

工事範囲

水　　源

給水方式

引込工事

○ 本工事

○ 既設管分岐延長

子メ－タ－（○貸与○本工事）

（　　　）製・容量（　　　　　ｍ3 ）　　耐震 １．０Ｇ　　○ ポンプ室付受水槽

高架水槽 （　　　）製・容量（　　　　　ｍ3 ）　　耐震 １．０Ｇ

付属設備　排煙濃度計（○ 設ける　○ 設けない）

○ アングル工法

○ レンジフ－ド

※ 建築工事特記仕様書参照

屋内架空：

屋内埋設：

屋外架空：

屋外埋設：配管材料

JWWA 規格品

JIS  規格品

SHASE規格品

○ ﾋﾞﾆ-ﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VD（JWWA K 116）

○ ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 PD（JWWA K 116）

○ ｽﾃﾝﾚｽ鋼管（JIS G 3448･SUS304）

○ 鋳鉄管（JIS G 5525）

○ 排水用鉛管（SHASE-S 203）

○ ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 PB（JWWA K 132）

○ ﾎﾟﾘ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 PB（JWWA K 132）

本工事完了後引継までの間に保守保安担当者に各機器の取扱説明を行うこと。 工事範囲

書を提出する。責任施工の保証は材料製造所、施工下請業者、請負契約者連名書の合格書叉は保証

本工事は下記の事項に従ってダクト取付工事の一切を施工する。

特　　記　　事　　項項　　目適用種目特　　記　　事　　項項　　目適用種目

Ａ）　工事概要

工事名称

工事場所

建物構造

建物用途

用途地域

工事期間

一般建築物 準耐火建築物 耐火建築物

Ｂ）　建物概要

建築基準法（　　－　　）　　消防法（　　－　　）

○ アルミフレキダクト

ダクトの工法 ○ コ－ナ－ボルト工法

○ 塩ビ板

送風機据付については、防音、防震に注意して施工の事。

全熱交換ユニットにおける本体から外壁までの給気及び排気ダクトには防露工事を行 う。

同時給排気形送風機における給気ダクトには防露工事を行う。

多湿箇所及び多湿箇所を通過するダクトは塩ビ管とする。

１３

ダクト材料

フ － ド

そ の 他

○ 硬質塩化ビニル管

○ アングル工法

○ 中央方式 ○ 中央・個別方式

○ 灯油 ○ Ａ重油

○ 吸収式冷温水機 ○ 水冷式チリングユニット

○ 温水ボイラ－ ○ 蒸気ボイラ－ ○ ヒ－トポンプチラ－

○ ファンコイル ○ ファンコンベクタ－

○ コンベクタ－ ○ 温風暖房機

設計温湿度条件
温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

場所

時期

夏期

冬期

温度（ＤＢ） 湿度（ＲＨ）

冷温水管：

冷却水管：

：

：

：

○ ビニ－ルライニング鋼管（VA） ○ 耐衝撃性硬質塩化ビニ－ル管（HIVP）

○ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）

○ 配管用炭素鋼鋼管（SGP-A） ○ 圧力配管用炭素鋼鋼管（SCH40 HTLP）

○ 耐熱性ビニ－ルライニング鋼管（HTLP）○ 水道用亜鉛鍍鋼管（SGPW）

必要な箇所には自動空気抜弁、温度計、圧力計、バイパス弁等を取付ける。

本工事は下記の事項に従って配管、機器取付工事の一切を施工する。

○ 膨張水槽○ 感震器 ○ 密閉式膨張タンク ○ クッションタンク

○ 空冷式チリングユニット

配管の膨張伸縮の逃がしが必要な箇所には伸縮継手を取り付のこと。

配管には空気溜まりのないように施工し、図示以外で施工上必要な箇所には空気ぬき弁を取り付

ける。

本工事は下記の事項に従って配管工事の一切を施工する。

：

工事範囲

方　　式

熱　　源

熱源機器

空気調和機

屋　　外 屋　　内

付属機器

工事範囲

配管材料

そ の 他

冷 媒 管

排 水 管

膨 張 管

蒸 気 管

26　℃

50　％

50　％

22　℃-2.1　℃

33.3　℃ 59.9  ％

71.1  ％

屋外埋設：

屋外架空：

屋内埋設：

○ ポリエチレン外面被覆鋼管（PS）

○ 水道用亜鉛鍍鋼管（SGPW）

○ ポリエチレン外面被覆鋼管（PS）

所轄消防署と充分協議のうえ、法的に支障のないよう施工を行う。

凍結（屋外等）の恐れがある箇所においては保温を行う。

○ 地上式○ 地下式 ○ 半地下式

○ ＦＲＰ製

　　　　人槽（　　　ｍ ／日）

○ 単独浄化槽 ○ 合併浄化槽 ○ 小規模合併浄化槽

○ 接触ばっ気 ○ 長時間ばっ気 ○ 沈澱分離ばっ気 ○ 分離接触ばっ気

○ 嫌気ろ床接触ばっ気 ○ 分離ばっ気

ＢＯＤ（　　　ppm） ＣＯＤ（　　　ppm） Ｎ（　　　ppm） Ｐ（　　　ppm）

○ 不要 ○ 要 （○ 簡易矢板　○ 木製矢板　○ 鋼矢板）

○ コンクリ－ト製 （○ 全て本工事　○ 躯体のみ建築工事）

屋内架空：

本工事は下記の事項に従って配管、機器取付工事の一切を施工する。

○ 現場施工型

○ ユニット型

○ 敷地内排水桝 ○ 河川

○ ブロア－用配管

○ 制御盤及び２次側電気配管配線工事

○ 詳細図は別紙図面参照のこと。

○ 本体保護用コンクリ－トスラブ及び支柱

○ ブロア－ポンプ基礎及び保護カバー

配管材料

各種試験

そ の 他

工事範囲

浄化槽種類

材　　質

構造・材質

処理能力

処理方式

処理水質

山 止 め

放 流 先

そ の 他

屋内消火栓箱には消火ポンプ運転表示灯を取付けのこと。

同左埋込）式

結防止水栓水栓類は節水コマ付き、フラッシュバルブは節水型とする。なお管末屋外水栓は凍

そ の 他

衛生器具

工事範囲

とする。

ガス設備士とする。

液化石油プロパンガス設備工事の施工者は、特定液化石油ガス設備工事業者であり、作業者は

供給者叉はＬＰガス保安センタ－の検査を受け合格すること。

種検査は、本工事はガス事業法または、高圧ガス取締法に準じて施工を行う。液化石油ガスの各

樹脂被覆埋設で合成樹脂被覆鋼管の接続は、合成樹脂被覆メカ継手、サ－ビスコックは合成

ボ－ルバルブとする。

そ の 他

試　　験

使用機材

湯沸器の接続は可とう管及び可とう管コックとする。

コック類は過流出防止装置付

都市ガスの場合は供給会社の認定品

気密試験後、点火試験を行い燃焼の確認、機器調整を行う。

○ 不要

配管材料

工　　法

負担金等

ガスの種別

工事範囲

屋内架空：

ガス供給までの一切を施工する。

器具への本工事は下記の事項に従ってガス配管、機器及び器具の供給、取付工事を行ないガス

屋外架空：

○ ガス用ポリエチレン管

屋内埋設：

屋外埋設：

○ 要

摘要 Ｎｏ 工事種目 新設 改修 撤去 摘要 Ｎｏ 工事種目 新設 改修

共通仕様書

監督員とは、工事請負契約書に規定する監督員をいう。

空調ダクト設備

Ｄ）　共通事項

９

増設

Ｃ）　工事種目

８ 空調機器設備

空調配管設備

適　　用

監 督 員

本共通事項及び特記事項については、●印のついたのもを本工事に適用する。

給湯設備

ガス設備

衛生器具設備

排水通気設備

給水設備１

２

３

４

５

消火設備６

７ し尿浄化槽設備

Ｎｏ 構造 延面積 ㎡名　　　　称

１

２

３

４

５

６

７

８

９

階数 Ｎｏ 構造名　　　　称 階数

合　計 ㎡

11

12

13

14

10

○ ネジ込工法 ○ ＳＧＭ工法

消火栓ポンプ形式 ○ 単　体○ ユニット ○ 呼水タンク付 ○ 制御盤付

青銅製バルブ（JIS B 2011）

青銅製コア付バルブ（JV5-1､JV5-2）

鋳鉄製バルブ（JIS B 2031）

ステンレス製バルブ（JV8-1、JV8-2）

上水道直圧部　JIS 10 Kg／cm　　その他　JIS 5 Kg／cm　　とする。

弁とする。ライニング鋼管に使用する５０Ａ以下の弁は管端コア付弁、６５Ａ以上はライニング

ライニング鋼管には管端防食継手（埋設部は外面樹脂被覆型）を使用。

継手・弁類

JIS  規格品

JWWA 規格品

JV   規格品

SHASE規格品

○ ｽﾃﾝﾚｽ鋼管（JIS G 3448･SUS304）

そ の 他

各種試験

給水配管の接合剤は、上水道用接合剤とする。

給水装置の構造及び材質については、水道法施行令第５条の基準に適合する事。

○ コンクリ－ト製既製品○ 現場打ち

を施工する。本工事は下記の事項に従って排水器具取付、配管工事を行い公共桝までの一切

○ 煙試験

○ 側溝・水路

○ 合流式

そ の 他

各種試験

排水桝材料

通気方式

放 流 先

排水方式

排水種別

工事範囲

屋内架空：

○ その他

○ 住宅公団型

○ 排水用鋳鉄管（CIP）  

○ 排水用鋳鉄管（CIP）  

ＰＳ竪管：

屋内埋設：

屋外架空：

屋外埋設：

○ 単独式

○ 卵形管（EGP） ○ ﾋｭ-ﾑ管（HP）

○ 排水用ﾋﾞﾆ-ﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（DVLP）

配管材料

JIS  規格品

JWWA 規格品

○ 排水用ﾋﾞﾆ-ﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（DVLP）

居室の天井、壁を通る排水管で排水音の発生する恐れのある箇所には防音シ－ト巻き を施す。

製品を使用し漏水防止を図る。

工の工場コンクリ－ト製会所、汚水桝、浄化槽との硬質塩化ビニ－ル管の接続部は、砂付き加

３階以上の建物に関する排水管には、各階毎に満水試験継手を設ける。

曲がり部は大曲がりエルボを使用し排水の流通をよくする。

排水設備の設置及び構造については、下水道法施行令第８条の基準に適合する事。

● 雑排水

○ 排水処理槽

○ 石綿２層管（TMP）

○ 雨　水

○ 耐熱塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HT）

換気設備

仮設

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

消火器設備

工事範囲

配管材料

１４

そ　

の　

他

１５

○ 業務用エコキュ－ト

○ パッケ－ジ型消火設備

放射冷暖房設備

放
射
冷
暖
房
設
備

○ 換気扇

○ 別途工事

○ 別途工事

灌水設備

○ 耐火パイプ

○ 連結散水

○ 塩ビ外面被覆鋼管（VS）

○ ステンレス鋼管 ○ ス－パ－エスロメタックス（５０Ａ以下）

○ 亜鉛鍍鉄板

灌

水

設

備

本工事は下記の事項に従って配管、機器取付工事の一切を施工する。

灌水パイプ

屋外埋設：

ウォ－タ－スプレイパイプ

3

○直圧式

○ 本工事 親メ－タ－（○貸与　○買取）

○ ﾋﾞﾆ-ﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VD（JWWA K 116）

○ 電気温水器

○ 電気

○ プロパンガス

○ ガスヒ－トポンプエアコン

○ 防振架台（○ ＯＳ式メーカー指定品）

○ 亜鉛鍍鉄板

○ 亜鉛鍍鉄板製スパイラルダクト

○ グラスウ－ルダクト

○ 空調用保温付フレキダクト

○ 全熱交換ユニット

○ 有圧換気扇

○ グラスウ－ルダクト

○ 硬質塩化ﾋﾞﾆ-ﾙ管 HIVP（JIS K 6742）

〇 公共下水道

〇 伸張通気

〇 ガス用ポリエチレン管

〇 マルチ方式

〇 ＡＢＣ１０型　

バルク貯槽・ガス給湯器（屋外機械置場）は　〇 屋外露出函とする。　

〇 歩行距離２０ｍ以内に設置

省エネ

〇 加圧式

〇 硬質塩化ﾋﾞﾆ-ﾙ管 HIVP（JIS K 6742）

〇 ﾋﾞﾆ-ﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VA（JWWA K 116）

〇 硬質塩化ﾋﾞﾆ-ﾙ管 HIVP（JIS K 6742）

〇 ル－プ通気

〇 硬質塩化ﾋﾞﾆ－ﾙ管 VU（JIS K6741）

〇 硬質塩化ﾋﾞﾆ－ﾙ管 VP（JIS K6741）

〇 硬質塩化ﾋﾞﾆ－ﾙ管 VP（JIS K6741）

〇 ステンレス鋼管（高温水）

〇 樹脂製既製品

〇 通水試験 〇 満水試験

労働安全衛生法第３０条第２項の統括安全衛生管理義務者には、（〇 建築工事　○ 

● 上水道

● 重力式

● ﾋﾞﾆ-ﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 VA（JWWA K 116）

〇 給湯機

〇 保温材（20ｔ）付金属強化ポリエチレン管

〇 スプリンクラ－

〇 防雪高置架台

〇 ステンレス板

〇 ステンレス板

株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX 　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX 　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央 一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

工事番号・工事名 図面の名称

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

Ｍ－０１

● 区間水圧試験  ○ 飲料水適性試験を行う。（ 　 箇所）

● 汚　水

● 屋内分流屋外合流式

● 既設管

● 硬質塩化ﾋﾞﾆ-ﾙ管 VP（JIS K6741）

〇 プロパンガス

〇 ポリエチレン被覆鋼管（PLS）

〇 配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）

〇 配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）

〇 塩ビ外面被覆鋼管（VS）

大便器洗浄方式は ● フラッシュ（ＦＶ）弁（バキュ－ウムブレ－カ－付）式　〇

小便器洗浄方式は　○ 押釦ＦＶ式　● 電子式　○ ハイタンク（○ 洗浄管露出 ○ 

本工事は下記の事項に従って給湯栓に至るまでの配管、機器及び器具取付工事の一切を施工する。

本工事は下記の事項に従って給水栓に至るまでの配管、機器及び器具取付工事の一切を施工する。

〇 個別（局所）方式

〇 瞬間湯沸器

〇 プロパンガス

〇 屋内消火栓

〇 埋込型

〇 塩ビ外面被覆鋼管（VS）

〇 配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）

〇 配管用炭素鋼鋼管（SGP-B）

〇 放水水圧試験 〇 区間水圧試験 〇 ポンプ遠方起動試験 

〇 個別方式

〇 電気

〇 ヒ－トポンプエアコン

〇 冷媒用被覆銅管

〇 硬質塩化ビニ－ル管（VP）

機械設備工事特記仕様書（1）

本工事は衛生器具表及び下記の事項に従って衛生器具の供給、取付工事を行なう一切を施工する。

（笠置小学校第２期）

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事（笠置小学校第２期）

〇 スパイラルダクト

〇 シロッコファン

● 天井埋込型換気扇

京都府相楽郡笠置町大字笠置地内

都市計画区域外

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月



 グラスウール保温板 ロックウール保温板２５ｔ

 ロックウール又はモルタル詰め 

 ロックウール材又はモルタル詰め 

0.5t亜鉛鉄板  ロックウール帯

 グラスウール保温筒

 ロックウール材又はモルタル詰め 

防火ダンパー

地中埋設の鋼管類は防食処理を行う。またコンクリ－ト貫通箇所はプラスチックテ－ プを巻きモルタル埋めとする。

建物内埋設配管は全てスラブより吊るものとし、その要領は共仕による。

冷暖房・給湯設備における試運転用油はオイルタンクの１／３程度とする。

埋設配管において、深さ１．５ｍ以上の施工に関しては、山止め工事を行う。

既設建物等のはつり穴あけに関しては、ダイヤモンドカッタ－を使用する。

新設工事以外の既設工事部分に付いては、既設内容、取り合いを良く調査して既存施設の機能を低下せしめてはならない。

また撤去工事は既設配管の行き先を確認したうえ安全に処理する。

屋外土中埋設配管に関しては、埋設標示テ－プ、標示ピン及び標示杭を設ける。

３階以上の建物に関する排水管には、各階毎に満水試験継手を設ける。

全熱交換ユニットにおける本体から外壁までの給気及び排気ダクトには防露工事を行 う。

医療ガス設備に関しては、厚生省保険医療監修機械設備共通仕様に準ずる。

外壁ガラリに直接取り付けるチャンバ－類にはドレン抜を設ける。

防火区画、用途区画貫通に関しては建築基準法施行令第129条の2の2第1項7号に基ず

不燃材で造るか建設省告示3183号により完全に施工する

本工事にて別途及び支給機器の配管等の接続工事、機器調整はすべて本工事とする。

チャンバ－には点検口を設ける（断熱仕様）

居室の天井、壁を通る排水管で排水音の発生する恐れのある箇所には防音シ－ト巻きを施す。

給水配管の接合剤は、上水道用接合剤とする。

所轄消防署と充分協議のうえ、法的に支障のないよう施工を行う。

コンクリ－ト製会所、汚水桝、浄化槽との硬質塩化ビニ－ル管の接続部は、砂付き加 工の工場製品を使用し漏水防止を図る。

プロパンガス設備工事の施工者は、特定液化石油ガス設備工事業者であり、作業者は液化石油ガス設備士とする。

配管には空気溜まりのないように施工し、図示以外で施工上必要な箇所には空気ぬき弁を取り付ける。

本工事はガス事業法または、高圧ガス取締法に準じて施工を行う。液化石油ガスの各 種検査は、供給者叉はＬＰガス保安

センタ－の検査を受け合格すること。

本工事に使用する機器材料は、下記または同等以上の規格品を監督員の承諾を得て使用のこと

適用

管材料及び継手

着色ポリエチレン銅管

石綿二層管

排水金物類

衛生器具類

グリ－ストラップ

ガスコック類

吸収式冷温水機

ダンパ－類

吹出口・吸込口

自動制御機器

ＪＩＳマ－ク叉は水マ－ク表示品

浅野スレ－ト 昭和電工 ト－アトミジ

住友軽金属 古河電気工業

北沢バルブ 東洋バルブ 巴バルブ 日立金属 本山バルブ

大和バルブ 県内産バルブ

ト－フレ 東洋ゴム 日本ベロ－工業 ブリジストン 本山製作所

機器製造岡本 倉敷加工 東海ゴム工業 特許機器

カネソウ 小島製作所 ダイドレ 長谷川鋳工所 福西鋳物

カネソウ 小島製作所 ダイドレ 長谷川鋳工所 福西鋳物

伊丹厨房 大洋厨房 中西製作所 日本調理器

クリナップ サンウェーブ ナスステンレス 松下電器

立売堀製作所 北浦製作所 岸本産業 消火栓機工 横井製作所

愛知時計電機 大阪機工 金門製作所 リコ－精機

オ－パル機器 工技研究所 昭和機器 セイナン製作所

愛知時計電機 金門製作所 工技研究所 日本フロ－セル

ブリジストン 森松工業 三菱樹脂

三成鉄工島倉鉄工所 平川鉄工所

カネソウ ダイドレ下田機工 ホ－コス

伊藤工機 富士工機 矢崎総業

クボタ ダイキ ベスト

木村工機 三洋電機 ダイキン工業

松下電器日立冷熱

昭和鉄工 新晃工業

東洋製作所

荏原製作所 川崎冷熱工業 三洋電機 日立製作所

矢崎総業

ダイキン工業空研工業 信和産業 日本スピンドル 松下精工

三菱樹脂

荏原製作所 日立製作所川本製作所

荏原製作所 日立製作所鎌倉製作所 松下精工

三菱電機

三洋電機 日立製作所 松下電器 三菱電機

空研工業 大東機工

空研工業 新晃工業 日産工業所

トキメック 山武ハネウエル 横河ジョンソン

三菱樹脂

成　研

荏原製作所 川本製作所

東　芝

適用

昭和鉄工

Ｇ）　特記事項 Ｉ） Ｊ）　メ－カ－リスト

配管の膨張伸縮の逃がしが必要な箇所には原則としてベローズ型伸縮継手を取り付のこと。

凍結（屋外等）の恐れがある箇所においては保温を行うか水抜き配管を施工する。

屋内消火栓箱には消火ポンプ運転表示灯を取付ける。

風量測定可能な箇所には測定口を監督員と協議の上取り付ける。

多湿箇所及び多湿箇所を通過するダクトは塩ビ製とする。

26）

27）

28）

29）

30）

36）

37）

38）

39）

40）

41）

12）

 同上下地補強工事

14）

16）

17）

３）

２）

 ガス引込本管接続工事

 上水道引込本管接続工事

５）

６）

７）

８）

９）

46）

47）

48）

42）

43）

44）

45）

21）

22）

23）

24）

25）

18）

20）

19）

15）

１）

４）

10）

11）

13）

 公共下水道接続工事

ＩＮＡＸ

 同上構造体鉄筋鉄骨補強工事

 外壁貫通部分の防水処理工事

 配管等穴開け，はつり部分の仕上げ工事

 埋込盤類、埋込機器類等天井、壁ボ－ド開口工事

 天井、壁、床に必要な点検口取付工事

 同上配管接続工事

 洗濯機パン供給，取付工事

 同上リモコン用配管工事

 同上リモコン配線接続工事

 液面電極棒取付及び液面調整工事

 配管、衛生器具、換気扇、ダクト等スリ－ブ、箱入れ工事

 換気扇供給，取付工事

 換気扇取付枠工事

 浄化槽操作盤を含む２次側電気工事

 浄化槽警報回路２次側電気工事

 同上ポンプユニット制御盤２次側電気工事

 同上ポンプユニット警報回路２次側電気工事

 空調機室内外機間の制御用配線配管工事

 空調室内機リモコンスイッチ用配線配管工事

 空調室内機リモコンスイッチ取付工事

31） 同上用温度スイッチ供給取付工事

 ＯＡガラリ、排気ガラリ等取付工事32）

33）  ドア－ガラリ取付工事

34）  ク－ラ－配管スリ－ブ、カバ－プレ－ト取付工事

35）

機械設備工事範囲内の電気設備工事は、全て別途電気設備工事仕様に準じて施工す

なお当該工事に於いては、既設配管、既設埋設配管があった場合は監督員の指示により本工事で迂回等の工事を行う。

防火、防煙ダンパ－類は、（財）日本建築センタ－の防災認定マ－クを貼付された ものとする。

埋設で合成樹脂被覆鋼管の接続は、合成樹脂被覆メカ継手、サ－ビスコックは合成樹脂被覆ボ－ルバルブとする。

水栓類は節水コマ付き、フラッシュバルブは節水型とする。なお管末屋外水栓は凍 結防止水栓とする。

送風機据付については、防音、防震に注意して施工し、必要な箇所には防音、防振 器具を設ける事。

工事区分

工　事　項　目 建　　築 電　　気

機　材　名 製　　造　　者　　名

弁　　類

防振継手

防振架台

厨房機器

流し台類

消火栓類

量 水 器

油 量 計

計 器 類

水 槽 類

製 缶 類

湯 沸 器

浄 化 槽

濾 過 機

空 調 機

冷 却 塔

ボイラ－

ポンプ類

送 風 機

換 気 扇

ＪＩＳマ－ク表示品

ﾀｶﾗｽﾀﾝﾀﾞ-ﾄﾞ

機　　械 別　　途

また､将来配管の入れ替え交換や接続が容易に行える様施工する事。

住戸内の給水,給湯,ガス配管はポリブデン管を使用しさや管ヘッダー方式により施工 する。

 業務用厨房器具据付工事

 空調機室内外機一次側電源供給

ＬＰＧの場合には　親メ－タ－ 自動切替弁 転倒防止鎖

 公共桝接続工事

マンホ－ル類

大阪ガス

フジモリ産業 丸光産業

丸光産業

配管等の防火区画貫通の防火措置工法は．２２０号特例基準に準拠し．防災（ＢＣＪ）認定品及び工法を用いること。

ベルテクノ

 雨水排水工事

 同上仕上げ工事

防火区画貫通箇所施工要領

《給排水管》

１、鋼管の場合

　　－管径に関係無く通常の保温工事で良い

　　－区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う

２、ＶＰ管の場合

　　－125mm以上は鋼管又は大臣認定のトミジパイプを使用する

　　－100mmには0.5t亜鉛鉄板を前後１m巻く事

　　　・保温は保温材がポリスチレンフォーム保温筒の場合は

　　　　ロックウール保温帯25tを鉄線にて取り付ける

　　　・区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う

　　　・鉄板は区画貫通箇所を通して、前後１m管材の上に巻き

　　　　その上に保温を行う

　　－75mm以下は鉄板巻き不要である

　　　・保温材はポリスチレンフォーム保温筒で良い、ただし

　　　　貫通箇所はロックウール保温材又はモルタル詰めをする

理水化学 東西化学富士濾水機

総合調整

下記の項目の総合調整を行うものとし調整時期．日程．人員．安全対策．調整方法等をまとめた実施計画書を作成し

測定をおこなうものとし．結果を記録し提出のこと。

Ｂ．調整後の確認

Ａ．測定及び調整

　　（１）個別機器の試運転調整・（２）風量の調整及び測定・（４）室温の測定・（５）水量調節．調整．測定

　　（１）異常音・（２）設計値との 終確認

Ｃ．調整結果の記録

藤井合金

ＦＦ暖房機

※別紙参照

49）

50）

51）

52）

 手すり

 シャワーパン

 キッチン

 消火器

 洗面カウンタ－工事

 はめ込洗面器配管接続工事

 化粧鏡 積水ｱｸｱｼｽﾃﾑ

雨水貯留槽

松下電工同上４社受水槽付ポンプユニット

テラルキョクトウ

テラルキョクトウ

配管埋設標準深さは　　一般地 GL-300mm　車両通路 GL-750mm　公道 GL-1200mm　とする。

《ダクト》

《鋼　管》

《ＶＰ管》100A

　スの保安の確保および取引の適正化に関する法律３８条の２）

□　揚水ポンプ出口に水撃防止型逆止弁を使用する。

□　その他

□　ウォ－タ－ハンマ－防止器を設置する。

■　流速を小さくする。

１６・給水管に講じたウォ-タ－ハンマ－防止のための処置

※配管の傾斜は有効な数値を確保するものとする。

□　その他

□　定常流量法（ＳＨＡＳＥ　Ｓ２０６－２０００）

■　排水負荷単位法　

１５・排水のための配管設備の容量及びその算定方法並びに傾斜

１４・給水排水その他の配管設備の設置及び構造について、施工令第１２９条の２の５各項、各号及び関係告示による。

１３・水道法16条・ガス事業法40条の4 ・液化ガス38条の2 により適切な施工を行うこと。

１２・消防用設備などは、消防法１７条の規定に従い設置する（消防法施行令２章、消防法１７条２項に基づく条例）

１１・火を使用する設備またはその使用に際し火災の発生の恐れのある設備の位置、構造は火災予防条例の規定に従う（消防法９条）

１０・電気設備は、電気技術基準に関する省令に定める工法により設ける（法３２条、電気事業法３９条１項・５６条１項、電気設備

９・ガスおよび換気設備は、液化石油ガスの保安の確保および取引の適正化に関する法律施行規則４４条の規定に従う（液化石油ガ

８・排水設備の構造は下水道法１０条３項および同法施工令８条の規定に従う（下水道法施工令８条に基づく条例）

７・給水装置については水道法施行令５条、給水装置の構造および材質の基準に関する省令の規定に従う（水道法１６条、給水装置

６・配管・風道が 令１１２条１５項に規定する防火区画および 令１１４条に規定する界壁、防火上主要な間仕切壁または隔壁を貫

５・配管設備の構造は 平１２建告１３８８号第４の規定に従う（令１２９条の２の４第２号）

４・建築設備の支持構造部および緊結金物で腐食のおそれがある部分には 平１２建告１３８８号第１ に従い防腐措置を講じること

３・排水設備の設置及び構造については、下水道法第１０条・下水道法施行令第８条の基準に適合する事。

１・建築設備の構造については、H12 建告1388号に適合する事。

２・給水装置の構造及び材質については、水道法施行令第５条の基準に適合する事。

　の構造および材料の基準に関する省令）

　に関する技術基準を定める省令）

　号、平１２建告１３７６･１３７７号）

　通する場合は、モルタルまたはロックウールを充填すること（令１１２条１６項、昭４８建告２５６５号、昭４９建告１５７９

　（令１２９条の２の４第２号）

設備図共通特記事項

Ｆ）　追記事項

排水管の曲がり部は大曲がりエルボを使用し通水をよくする。

 給排水消火等 ポンプユニット制御盤１次側電源工事

 エアコン供給取付工事

 ベビーシート・ベビーチェア

 土間コンクリ－ト取り壊し．復旧

 既設アスファルト舗装取り壊し．復旧

ＴＯＴＯ

鷺宮製作所

業務用エコキュ－ト 三菱電機 前川製作所 巴商会

床暖房 AAN同等ﾒ-ｶ-

イトミック

排気ダクトの外壁から１ｍ以内及び給気ダクトには防露工事を行う。

　　（５）騒音．振動

消火設備

ベルテクノ森松工業

 設備機器基礎　　空調機器類及び床暖房熱源機の基礎工事

　　　〃　　　　 水槽類及び業務用エコキュ－トの基礎工事

 ユニットバス配管接続工事

 ユニットシャワ－供給，設置工事

 ガス給湯機リモコン取付工事

バルク貯槽

ノ－リツ パロマ リンナイ

ヒ－トポンプエアコン

ガスヒ－トポンプエアコン
パナソニック ヤンマ－ ダイキン工業

ガスヒ－トポンプチラ－ ヤンマ－

立形ル－フトップ空調機 木村工機（株）

木村工機（株）誘引放射ユニット

き区画貫通する管は、貫通前後１ｍを

 配管改修・ダクト改修工事に必要な壁貫通．補修

 プロパン庫

パ－パス

横井機販責任施工

三菱重工

株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX 　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX 　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央 一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

工事番号・工事名 図面の名称

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

Ｍ－０２

機械設備工事特記仕様書（2）

る。

（笠置小学校第２期）

LIXIL

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月



1:300配置図

註記

敷地境界線

敷地境界線

敷
地
境
界

線

敷地境界線

教室・管理棟

保管庫

スマイルセンター

倉庫

便所

機械室

プール

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

給食室

ポンプ室

Ｎ

運動場

花壇

敷地境界線

敷
地

境
界
線

屋内運動場

民家

花壇

国道163 号線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

民家

民家

株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央 一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

工事番号・工事名 図面の名称

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

（笠置小学校第２期）
配置図

1 ： 3 0 0 1 ： 6 0 0 Ｍ－０３

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月

今回改修建物ヲ示ス
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現況　１ 階平面図

株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央

大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

工事番号・工事名 図面の名称

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

（笠置小学校第２期）

一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士１９８５３１号

現況１階平面図

1 ： 1 0 0 1 ： 2 0 0 Ｍ－０４

既設天井扇(V-18ZSB)撤去、処分

既設天井扇(V-18ZSB)撤去、処分

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月

職員職員

男子便所 女子便所

配管ピット

ＤＷ

手洗場

女子便所

配管ピット

男子便所
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階平面図

株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央

大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

工事番号・工事名 図面の名称

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

（笠置小学校第２期）

一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士１９８５３１号

1 ： 1 0 0 1 ： 2 0 0

改修　１

Ｍ－０５

改修１階平面図

新設天井扇(VD-18ZB10)取付、既設ﾀﾞｸﾄ接続、電源結線共 新設天井扇(VD-18ZB10)取付、既設ﾀﾞｸﾄ接続、電源結線共

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月

職員職員

男子便所 女子便所

配管ピット

ＤＷ

手洗場

女子便所

配管ピット

男子便所
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既設管切断

COA 65撤去、処分

COA 100撤去、処分

職員男子便所

T5A 50撤去、処分

T5A 50撤去、処分

COA 100撤去、処分

COA 75撤去、処分

COA 100撤去、処分
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既設管切断

既設管切断

既設管切断

既設管切断

既設管切断

既設管切断

X X X

XX X

X
X

X
X

X

X
X

X
X

XX
X

X

X

X

X

X

XX

XX

X
X

X X X
XX

X

X
X X X

X X

X X

X

X

X

X
X

XX

X

X

X X X

X
X

X

X
X

X
X

X

X
X

X

X

X

X

既設管に接続

既設管に接続

凡   例

撤去器具を示す。

X X 撤去配管を示す。

注記）

新規の梁貫通は、不可とする。
既設配管サイズ、ルートは参考とし現場確認の上、施工のこと。

貫通配管はコア抜き補修とする。
但し既存貫通穴を極力流用のこと。
コア抜きは、事前にＸ線探査を行なう事。

配管改修に伴う壁、床貫通、補修は本工事とする。

参　考　品　番器　具　名 数量
合計

備 考

男
子
便
所

女
子
便
所

撤去衛生器具表

小便器（ＦＶ）

和風大便器（ＦＶ）

株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX 　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX 　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央 一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

工事番号・工事名 図面の名称

現況・改修１階平面詳細図

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

1 ： 5 0 1 ： 1 0 0

（笠置小学校第２期）

Ｍ－０６

男
子
職
員
便
所

女
子
職
員
便
所

Ｃ３７５ＶＦ

Ｕ３０８

１

３

掃除用流し ＳＫ２２Ａ

１

１

洗面器 Ｌ-２２０Ｄ

化粧鏡 ＴＳ１１９ＡＳＹ５ １１

１１

１

１

２

１ ４

５

２

２

２

付　属　品　、　他　一　式　共参　考　品　番器　具　名 数量
合計

備 考

新設衛生器具表

（掃除口付）

ＣＦＳ４９４ＣＨＮＳ ＴＶ５６０ＣＰ（ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ：床）・ＴＣ３００（普通便座）・ＹＨ７０１（棚付二連紙巻器）パブリックコンパクト便器

自動洗浄小便器 ＵＦＳ９００ＷＲ

（自己発電・節水タイプ）

手すり 建築工事

掃除用流し ＳＫ２２Ａ ＴＫ２２（ﾘﾑｶﾊﾞ-）・Ｔ２３ＡＥＱ２０Ｃ（横水栓）・ＴＮ１１４（止水栓）・Ｔ９Ｒ（ﾊﾞｯｸﾊﾝｶﾞ-）・ＨＨ０４０６０（樹脂ﾌﾟﾟﾗｸﾞ）

男
子
便
所

女
子
便
所

男
子
職
員
便
所

女
子
職
員
便
所

１

３

１

１

２

化粧鏡

和風大便器 既設のまま 配管接続：本工事

洗面器 Ｌ２５０Ｄ ＴＬＧ０４１０１Ｊ(立水栓）・Ｔ６ＰＭ１（排水金具）・ＴＬ４ＣＦＵ（止水栓）・ＴＬ２５０Ｄ（バックハンガ－）

ＹＭ３５４５Ａ

(１) (１)

１

１

１

１

(２)

１

１

１

４

５

２

２

２

COA 50

40

4
0

2
5

COA 75

既設和風大便器：現況のまま

※新設配管接続共

既設和風大便器：現況のまま

※新設配管接続共

※１階は、ピット内配管とする。 ※１階は、ピット内配管とする。 ※１階は、ピット内配管とする。 ※１階は、ピット内配管とする。

5
0

5
0

１相連教４４９号 Ｓ－１９７０８

令和元年５月

現 況 １ 階 平 面 詳 細 図 　 　 １ ： ５ ０ 現 況 １ 階 平 面 詳 細 図 　 　 １ ： ５ ０ 改 修 １ 階 平 面 詳 細 図 　 　 １ ： ５ ０改 修 １ 階 平 面 詳 細 図 　 　 １ ： ５ ０



青

２ ４４１ ２

２

５１３

２

３

４１

２

３

４１ ２

３

４１

２

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

４１

３

１ ２３ １ ３４

３

給湯・温水（膨張管含む）・蒸気・冷水・冷温水

弁フランジなどの保温

防火区画貫通箇所施工要領保温材の厚さ

冷水・冷温水管の配管支持金具

配管行先表示板

共通事項

２

２

４１

１３

５

１

１０

１

２

３

４

２

３

　・鉄板は区画貫通箇所を通して、前後１ｍ管材の上に巻き

【 上階４階まで　１時間耐火】

※ 管径に関係なく通常の保温工事でよい。

２、ＶＰの場合

※ １００ｍｍには０.５t亜鉛鉄板を前後１ｍ巻くこと。

※ 区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

１、鋼管の場合

　・区画貫通箇所はロックウール材又はモルタル詰めを行う。

　　貫通箇所はロックウール保温材又はモルタル詰めを行う。

　　その上に保温を行う。

　　ロックウール保温帯２５tを鉄線にて取り付ける。

　・保温材はポリスチレンフォーム保温筒でよい、ただし

　・保温は保温材がポリスチレンフォーム保温筒の場合は

【５階～ 上階１４階まで　２時間耐火】

※ ７５ｍｍ以下は鉄板巻き不要である。

ダンパー

ロックウール保温帯

　 使用する。

１ｍ

《 冷水､冷温水管 》

ロックウール又はモルタル

鉄板ロックウール又はモルタル

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

ロックウール保温筒

貫通部分にポリスチレンフォーム保温筒

ＶＰ管７５Ａ以下は鋼管と同じ

ロックウール又はモルタル
ロックウール保温筒

グラスウール保温筒

又はグラスウール保温筒を使用してはいけない。

ロックウール又はモルタル

 金網 金網

Ｖ Ｐ 管

グラスウール３２Ｋ×２５t

※ 上記１時間耐火の管径より１ランク下げた管径を代入する。

ポリエチレンフィルム 

グラスウール３２Ｋ×５０t

鋼　管

《 ダ ク ト 》

※ 屋外は金網の下にポリエチレンフィルム を巻く。

《 給排水管 》

冷水､冷温水

　 可能性がある場合は火傷防止をおこなう。

給水､給湯､温水､蒸気

　 、弁及びフランジは保温を行わない。

グラスウール保温筒

２

１

３

鉄　線

材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

規　　　　格

１ グラスウール保温筒

３

備　　　　考

鉄　線

４

２

規　　　　格

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２ポリエチレンフィルム

材　　　　料　　　　名 備　　　　考

備　　　　考

１ ポリスチレンフォーム保温筒

３

粘着ビニールテープ

４

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２ポリエチレンフィルム

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

３

ＪＩＳ　Ａ　９５１１

材　　　　料　　　　名 規　　　　格

厚さ　０．０５ｍｍ

１

厚さ　０．２ｍｍ２

４

グラスウール保温筒

３ ポリエチレンフィルム

材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

備　　　　考材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

規　　　　格

厚さ　０．０５ｍｍ

４

１

３

２

ポリスチレンフォーム保温筒

２

規　　　　格

ポリエチレンフィルム 厚さ　０．０５ｍｍ

備　　　　考

ＪＩＳ　Ｚ　１５２５

グラスウール保温筒ＪＩＳ　Ａ　９５１１

規　　　　格

※ 台型の場合は腰高品（既製品＋１０ｍｍ）を使用する。

鉄　線

材　　　　料　　　　名

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

１

ポリエチレンフィルムＪＩＳ　Ｚ　１７０２

４

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

※ ハンガー型は蝶番式又は提灯型を使用する。

断熱支持具の厚さ（Ｔ）と長さ（Ｌ）

厚さ　０．０５ｍｍ

２０

断熱支持具

備　　　　考

Ａ

　３２Ａ～１５０Ａ

バンド

※ 台型断熱材の厚さはハンガー型と同じとする。

グラスウール保温筒

単位：ｍｍ

　１５Ａ～　２５Ａ

３

２５０Ａ～３００Ａ ４０

２０

２００Ａ ３０

規　　　　格

Ｌ

３０

３

４

５０

１００

５０

Ｔ

１

２

備　　　　考

鉄　線

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

グラスウール保温筒

ＪＩＳ　Ｇ　３５３２２

外装材は冷温水に準じる

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

Ｒ

Ｇ

厚さ　０．０５ｍｍポリエチレンフィルム

材　　　　料　　　　名

Ｒ

Ｒ

Ｇ

Ｇ

Ｒ

Ｐ

Ｇ

15 20 25 806540 125100 15032 200

Ｐ

250 300 参 考 使 用 区 分呼び径

５０

７５

２５

50

３０

３０

３０

２５

２５

４０

４０

４０

２０

３０

２０

３０

２０

２５

２５

２５

２５ ４０

５０

５０

４０

ロックウール

５０

ハンガー型断熱支持具

ポリスチレンフォーム

ロックウール

グラスウール

ロックウール

グラスウール

ロックウール

グラスウール

ポリスチレンフォーム

温水管

冷媒管

蒸気管

排水管

冷水管

給水管

冷温水管

消 火 管

ダクト

単位：ｍｍ

配管表示色

管　種

給 水 管

揚 水 管

井 水 管

通 気 管

ガ ス 管

汚 水 管

色

雑排水管

青

冷 水 管

給湯管

青

茶

茶

茶の破線

２本

３本

２本

濃青色

緑

　 横書きの場合は左側に色別バンドを取り付ける。

※ 屋内外露出の配管名表示部分には、縦書きの場合は下部、

※ 表示板の材質は塩化ビニール樹脂製とする。

グラスウール

１００

※ 特記以外はこの施工標準図による。

点検口表示板

色別

パイプシャフト表示板

※ 設計図書に明記の無い場合又は疑いが生じた場合は監督員と協議する。

３０

屋
内
露
出　
　

（
一
般
居
室
、
廊
下
）　

１５０

文　字

３
０
０

床
下
、
暗
渠
内　
　

（
ピ
ッ
ト
内
含
む
）

文
　

字

浴
室
・
厨
房
等
の
多
湿
箇
所　

（
厨
房
の
天
井
内
は
含
ま
な
い
）

又はグラスウール保温筒を使用してはい

グラスウール保温筒

※ 蒸気、温水配管で室内及び暗渠内の各種装置廻りの配管は保温を行わない、ただし火傷の

※ 給湯、温水、蒸気配管で室内及び暗渠内の伸縮継手、防震継手、フレキシブルジョイント

けない。

※ 現場の収まり、取り合い等の関係で設計図書によることが困難又は不都合な場合

　 は監督員と協議する。

着色アルミガラスクロス 黒色 黒色着色アルミガラスクロス

冷媒配管（全ての施工場所）

断熱材被覆銅管

※ １２５ｍｍ以上は鋼管または大臣認定の耐火二層管を

50mm 50mm

屋
外
露
出　
　

(

バ
ル
コ
ニ
ー
・
開
放
廊
下
を
含
む
）

機器、排気筒、煙道、内貼

テープ巻きその他の重なり幅は、原則として、テープ状の場合は１５ｍｍ以上（ポリエチ

レンフィルムの場合は１／２重ね以上）、その他の場合は３０ｍｍ以上とする。

テープ巻きは、配管の下方より上向きに巻き上げる。アルミガラスクロス巻き等で、

ずれるおそれのある場合には、粘着テープ等を用いてずれ止めを行う。

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ５ ４ ７

天
井
内
・
Ｐ
Ｓ
内
・
空
隙
壁
中

機
械
室
・
書
庫
・
倉
庫　

（
厨
房
の
天
井
内
を
含
む
）

給 水 ・ 排 水 （ 通 気 ） 　 空 調 ド レ ン 管

※  排 水 管 、 空 調 ド レ ン 管 で 暗 渠 内 （ ピ ッ ト 内 を 含 む ） 、 最 下 階 の 床 下 配 管 及 び 耐 火 二 層 管 は 保 温 を 行 わ な い 。

※  厨 房 、 浴 室 等 の 多 湿 箇 所 は ス テ ン レ ス 鋼 板 と す る 。

※ 排 水 管、 空 調 ド レン 管 で 屋 外露 出 及 び耐 火 二 層 管は 保 温 を 行わ な い 。

※ 詳細は国土交通省機械設備工事標準仕様書及び同施工監理指針に基づく。

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ５ ４ ７

鉄線 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ３ ５ ４ ７

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ５ ４ ７

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

１ ． ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 保 温 筒 は 、 １ 本 （ １ ｍ ） に つ き ２ 箇 所 以 上 粘 着 テ ー プ ２ 回 巻 き と す る 。

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ．

７ ．

※  た だ し 、 天 井 内 、 Ｐ Ｓ 内 、 空 隙 壁 内 、 床 下 は 上 記 に 変 え て 断 熱 材 被 覆 銅 管 （ 保 温 厚 2 0 m m ） と す る 。

８ ．

アルミ ガラスクロス化粧 アルミ ガラスクロス化粧

※  給 水 、 給 湯 、 冷 水 、 冷 温 水 用 の 露 出 配 管 で 、 保 温 を 行 う ６ ５ Ａ 以 上 の 弁 、 ス ト レ ー ナ ー 等 は

　  ビ ス な ど に よ り 容 易 に 脱 着 で き う る 金 属 製 カ バ ー に よ る 外 装 を 施 す 。

（ 室 内 外 共 ： カ ラ ー 亜 鉛 鉄 板 ま た は ス テ ン レ ス 鋼 板 ）

室 内 、 Ｐ Ｓ 内 、 点 検 口 部 分 の 配 管 に は 配 管 表 示 板 を 取 り 付 け る 。

こ の 表 示 板 に は に は 、 流 体 名 称 、 矢 印 、 色 別 バ ン ド 書 き 込 む 。

給 湯 管

管　種

温 水 管

冷温水管

蒸 気 管

冷却水管

空 気 管

冷 媒 管

油　　管

膨 張 管

色

ﾚﾝｶﾞ色

濃青､ﾚﾝｶﾞ色

暗い赤

淡水色

ﾚﾝｶﾞ色 ２本

黄

白赤

肌色

緑 ２ 本

※ 共同溝の保温の種別は特記による。

詳細 は 標 準仕 様 書 によ る 。 な お 、 高 圧 （ 0 . 1 M P 以 上 ) の 蒸 気 管 及 び 蒸 気 ヘ ッ ダ ー の 保 温 は 、 特 記 に よ る 。

５ ０ ま た は ２ ５

４ ０ Ｋ 以 上

合成樹脂製カバー

３ 号

３ 号

粘着テープ 厚さ　０．２ｍｍ以上

４ ０ Ｋ 以 上

合成樹脂製カバー
厚さ ０．０５ｍｍ
暑さ ０．３ｍｍ以上

板厚 ０．３ｍｍ以上

※ 給湯、温水、蒸気の場合はポリエチレンフィルムを省略する。

２

１

３

４

５

グラスウール保温筒

鉄　線

ポリエチレンフィルム

原　紙

アルミガラスクロス

１㎡　３７０ｇ以上

ＪＩＳ　Ａ　９５０４

厚さ　０．０５ｍｍ

材　　　　料　　　　名

線径　０．６ｍｍ

ＪＩＳ　Ｚ　１７０２

備　　　　考規　　　　格

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ５ ４ ７

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ 　 ３ ４ １ ４ 　 E P 1 8 A

４ ０ Ｋ

※  給 湯 、 温 水 、 蒸 気 の 場 合 は ポ リ エ チ レ ン フ ィ ル ム を 省 略 す る 。

※ 給湯・温水、蒸気配管の天井、ＰＳ内はアルミガラス化粧グラスウール保温筒＋アルミガラス

クロス粘着テープとする。

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略する。

材　　　　料　　　　名 規　　　　格 備　　　　考

１㎡　３７０ｇ以上

ＪＩＳ　Ａ　９５０４グラスウール保温筒

鉄　線

原　紙

アルミガラスクロス

１

２

３

４

※ 原紙＋アルミガラスクロスに替えアルミガラス化粧原紙を使用できる

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ ５ ４ ７

Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｒ 　 ３ ４ １ ４ 　 E P 1 8 A

４ ０ Ｋ

※ 天井、ＰＳ内の場合は原紙を省略し、ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温筒＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ粘着
ﾃｰﾌﾟ(幅50mm)とする。

４ ０ Ｋ

４０

２５

４０

４０

４０

２０

４ ０ Ｋ ４ ０ Ｋ 　 2 0 m m 厚

Ⅴ

Ⅵ

Ⅷ

Ⅶ

合 成 樹 脂 製 カ バ ー の 取 付 は 、 直 管 の 合 わ せ 幅 は ２ ５ ｍ ｍ 以 上 と し 、 合 わ せ 目 を 両 面 テ ー プ で 貼 り 合

わせた後、１５０ｍｍ以下のピッチで、合成樹脂製カバー用ピンで押さえる。

1 1 .

屋内露出配管の保温見切り部分には菊座を取付ける。

保温筒取り付けの鉄線巻きは１本（１ｍ）につき２箇所２回巻きとする。

鉄板巻きの継目部にはシールを行う。

グ ラ ス ウ ー ル 保 温 筒 、 保 温 板 の 使 用 困 難 な 場 所 は 、 保 温 帯 ま た は 波 形 保 温 板 を 使 用 し て も よ い 。

ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 保 温 筒 の 使 用 困 難 な 箇 所 は 、 ロ ッ ク ウ ー ル 保 温 帯 、 ロ ッ ク ウ ー ル フ ェ ル ト 、

グ ラ ス ウ ー ル 保 温 帯 又 は 波 形 保 温 板 を 使 用 し て も よ い 。

通 気 管 の 保 温 は 排 水 分 岐 よ り １ ０ ０ ｍ ｍ の み 保 温 を 行 う 。

高 さ １ ５ ０ ｍ ｍ ま で ス テ ン レ ス 鋼 板 で 被 覆 す る 。

屋 内 露 出 の 配 管 及 び ダ ク ト の 床 貫 通 部 は 、 そ の 保 温 材 保 護 の た め 、 床 面 よ り 少 な く と も1 0 .

９ ．
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株式会社　日匠設計

TEL 　（０７２）－３３１－３８５７　　　FAX 　（０７２）－３３４－５９３１

TEL 　（０７４８）－７２－１１１４　　　FAX 　（０７４８）－７２－１１６６
滋賀事務所　滋賀県湖南市中央 一級建築士　　１０９８２５号杉本　孝良

澤田　耕一一級建築士　　１９８５３１号大阪本社　　大阪府松原市阿保１丁目３番１２号

丁目９５2

管理建築士 澤田　耕一 検図 作図杉本　孝良 大久保　晴二

相楽東部広域連合立小中学校トイレ改修工事

工事番号・工事名 図面の名称

図面番号縮尺（Ａ３）縮尺（Ａ１）

作成年月日

保温施工標準図(1)
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